


1.蒸誌は､物性物理の研究を共同で促進するため,研究者が老

意見を自由に発表し討論しあい､また､研究に

に交換 しあうことを目的として､毎月1
､･

内容は､研究論文､研究会 ･国際会議な

P :400

関会員としまず0

3.個人会員には六

の際には入会金は LLません｡

4.会費は月額､個人会員 160円､-

連した情報

】行されま 戟

情報などです｡

5.会費は前月中をこ前納していただきますO

きほ雑誌の発送を停止し､会費を2某月以土滞納した会員は退会

ものとみなします｡
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ニ ユ - ス

栢村 昌平氏 8月名大理物理教室へ着任された｡

安達 健五氏 11月名大工鉄鋼学科へ着任された｡

伊豆山鮭夫氏 M =Tより帰国され東大教養部助教授になられ たo

A.Abragam博士 (Saeley)が来 日され､次の演題で各地で講演されたO

巣DynaⅡ豆cPolariZlation ofNuclei

巣SomeStudiesol_iSemicond71Ctorsand

Meもalsinぬ gneticResonance

戸谷 富夫氏 12月 10日より1月 4日までBQmbayにおける中性子散乱

国際会議に揖宿のためイン 轟こ出張 -

プ レプ リン ト案 内

TheBoltzmannequation inaphonon syste工D

c.且orie&J.AKru血 ansi 〔東大〕_
LocalModeFrequencyduetoLighlも餌 1BSもitution年IImpuriti-
esinAlkaliHalide Crysもa:ls

:Applicatiollal もo theてJJcenter .a.Fiescb,

･G.F.,Narde11i畠 N.ferzi〔鹿大〕

会 議 報 告
＼二/

基房研究部委員会 11月 4,5日

特に研究体制について物理科学研究機構 ,物理研究会読 素粒子研 ,政府

行政調査会 .学術奨励審読会 ,,欠員不補充の強化 等について報告討論

が行われた｡

基研運営委員会 11月6日
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会読報告

物性小委員会

11月 15月 東大理学部会議室

lo委員長辞任 ,改選

宮原委員長より多忙につ き辞任 したい旨申出があ り､結局了承 された｡

改選の結果､ 久保 亮五 氏が選出された｡

㌘ 統計力学国際会叢

1968年に日本で開 く事を了承｡物研連で も了承ずみ.

30 低温国際会読

1,970年に日本で開けるよう学術会 読等事務的な準備を行 う事を了承｡

多様 な部門 を含み巨大化 してい るので._内容等については研究者間で討論

が必要であるとい う意見が多いO開催については改めて考える.

40学術会義絶会報告 (宮原氏)

(a)日本で開 く国際会読の年2●っ とい う枠が､小規模会議について緩和 され

た ｡

(b)海外国際会読出席の枠について報告があっ た｡

tc)大学院に関する勧告を行 う事になった.

o 定員 ,施設等の設置基準を夢け 与 .

〇一学生の奨励金を全員に o M.C.は貸与 ,D.C.は助手並 を給費0

50 物性科学研究院 と物性研将東計画に関する討義

結論持越 し｡ 主な意見は下記の通 り｡

(a)素研の独走は困るO各大学のievelupを同時に進めなければな ら

ぬ ｡

担)物性研究会叢を含み うる体制でな くてはならぬ｡

I(C)過渡期 として､流 動研究装置 (CoⅡ】pact and-portableの機器)

制度を作ってはどうか｡

(文責 中 山)

-1t50-～
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物性科学研究院について

田 中 - (北大理)

共 同研究協議会か ら物理科学研究院へ

前回の研究部員会の帯上 ｢共同研究鯨読会｣が提案 された｡ これは物理の将

来計画を実現 してい くに必要な研究捧制 として提案された ものである｡

この ｢必要な研究鉢刷上 とは､たとえていえば原子核研究に必要な加速等又

は物性の基礎的綜合駒研究に必要な設備の設置に応じた共同利用研究所のよ

うな ものである｡

物睦の基塵的綜合的

研究に必要な設備

共同利用

研 究 所
物理将来計画

共同研究協議会はこの比例方程式 の一つの解であって､次の図式の示す とこ

ろである｡

芸 ､ /_･:･･--,･'

≡ -､‡ ± 主 ≒ : ≡

すなわち共同利用研単独では難カ!.レい研究が行 うことができるよう､一つの

共同利用所が暴走 しないように働 く･もので､ どれか一つの既成の共同利用研

に寄生するとい う案であった｡ 寄生先 と巨て基研がえ占3'かれていたO この案

紘, 7月名大で開かれた研究体制 シン衷 ジウムで検討された結果,適当でな

いとされ､ これ に代 る高木実物理科学研究院がよりよい案 と考えられ､関係

委員会で検討され ることになった｡

共同研究協議会が適当でないとされた主 な理由は､物性研究者の多数の要望

である物性研究会鼓を包 み得ないこ上 と.､寄生先の用意が充分でなか,つただ
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ひ ろ は

めであ る｡

研究体制のみたすべ き条件

1.学問の自由 ,研究者の身分 と自主性が保障 され る工 とO 訪法 として大学

の自治を拠 り所 とする｡ 公務員特例法の適用を考慮するの もそのためであ

る｡

2. 研究体制の もろ もろの機関が､全国研究者の意見によって自主的に運営

され る｡

3. 時定部門の独走をさけ､基礎科学全体の発展がはかちれ ること｡

例えば素研の建設に於 いては, 1の条件を満す為には､大学附置が適当であ

ると思われ る. 他方2の条件 を満たす上ではさし障 りがないか どうか. 又素

研自身の独走 と高エネルギ-き騨弓の強走を紹 くおそれがないかどう恥 等い

くつかの検討すべ き点があげられ る｡

物理科学研究院 とは

上の条件 を満 しなが ら､物性研究の研究体制 として=提出され た物性研究会鼓

を包含 しうる一案であっ て､名古屋大学 での捧倒 シンポジウムの席上高木先

生によって提案 された｡

磯 構 図

説 明

研究院は､物性研究会議や素研など新設共同利用研を包含す る｡が既成の
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抄ろば

共 同利用研が直ちに研究院に包含され ることは求めない｡

共同利用研が院に設けられたとして も､研究所は研究者の定員を もたない｡

院 長な ど-部管理職 を除けば.固有定数は技術者 ,事務娼係者に限 られ る0

-万施設 と予算 は研究員が持っているO この横に､人 と物 とをわけ､人は夫

学 に,物は研究院に とい う方式 をとることによって,条件 1,2 ,3を満た

そ うとするのか､研究院案 である｡

研究者はいずれ も大学に籍を置いたまま､客員 としてある期間院で研究す る

か, 又 は出向 L,て院の専従的研究者 として相当期間素研な どd)建設や そこで

の研究に従事するo この ことがスムーズに行われ る為には､大学自身 も脱皮

しな⊥ければならない｡

名古畳での鉢制 シンポジウキ以後

名古屋での俸制 シンポジウムでは､高木案に賛成す る声が強かつた. その後

の体制小委員会で､高木案即ち研究院案を将来計画を担 う研究体制に関す る
体制小委の案 として認め､_tれを頗梅香に撞 出,横棒委は この案 を核緯妻の

案 として扱 うことに決め､以後関連諸委員会で綾討中である｡

これ らの討論の過程で､梅に次の諸点が問題になつ に｡ー

1) 東研の建設 と定常的な運営のためには,固有g)研究者定員が必要 ではな

いか｡

2) 莱研の建設期 と定牽時 とに於 ける人事問題の適切 な処理が可能であるた

め壬こは､大学その他既存の研究機関は何をしなければならないかO出向いて

い く研究者の大学に於 ける扱いはどうなる長 さか｡

これ らの問題点については各方面で検討中である｡ 従ってオーソライズされ

たた秦はまだ出来ていないo 以下資料の附銀 として､藤本 ,高不 ,田中 によ

って討論された内容を喝記 してお く｡

附 録

物性研究会義のような形の組織は､･スムーズに研究院に包含され るので､

ここでは主 として､素研卓をまつわ る問題をあげることにするO

菖1 定 義

i)専任 研究院に専 任 ポス トのある人
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ひろば

a)専任管理職 院全体の轟 1名 b)専任技術者 研究職 となり教育職とは

ならない｡ C)専任事務者 その他 .行政職 とす るo
ij)研究院で憂静 ,研究等の仕事をす る房究員はすべて大学な ど他機鴎k ポス

トを もっ ている｡

ijfj専従研究員 -定期問大学その他の本職か ら完全に離れて院の仕事に専

心す る人

一客員研究員 大学の仕事から完全~ほ離れ ることは要求 されない場合の

研究員 ･-

§2 ● 専任を置 く場合 ,藍か'ない場合の問題点

お く場合

a)素研の轟詮が終って定常的な運営に移 るとき､人員の再組織 '人事 の交

流がスム-ズに行 くか どうかヲ

b)大学の高エネルギー講座の充実 と素研の建設が相まって進むか どうかゝo

c)素研内の人事の新陳代謝が うま.くら月 かo

d)笥在の第 2部の仕事がマシンの尊詮にならんで進めることが出来 るか ど

つ訂)o

寧軍,'ない場合

a)大学内及び大学間の準備が整って､専従及び客員研究員を適切に送 るこ

きが出来 るかど うか0

月 1つの研究所 として統一 した運営が可能刀,o

義3 大草 と素研 との人事処理に関す る関係

大学かもは素研に研究員を送 ること_ができ且つ大学の高エネルギー畜産 も

充実 し うるためには､大学の物理関係のポス トが増加 しなければ ならない｡そ

れ には次の二通 りの方法がある｡

i) A大学のⅩ氏に素研の専従者をお願いすることになれげ､A大学に年限

つ き客員郎門のポス トをお く ｡ Ⅹ氏がA大学の身分を もちなが ら素研の専

従者になる｡ このポス トが期限付であるため､全国での総数は-に発散 し

てい くことはない〇

各大学にはこのポス トを利用して自転車方式 をとることができるようにな

るC
'5･il

T車‡84-
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抄ろば

ii) 全国い くつかの大学 に特殊な高エネルギー講座をあらか じめおいてお くo

この講座は､大学院講座又は附属研究施設とするのがよい と考えられ る巾

大学その他の機関には,一国立大学 ,国立大学工学系 ,公私立大学 ,国公

私立研究所 ,会社等がある.適宜考えなければならない｡
S

§4 素研の簿設期 ,定常時の試案

建 設 期

香

素

定 .常 時

所長 (専撃)ii
き貞会

丁 ~口鰐専廃 施零点会 マシ､覧 誓

事 務 部 門サ ー ビ ス き肝 弓

菖5 そ の 他

建設期 と定常時の人の交流が うまくい くため､又 §2の長所が生か され､

欠点が生 じないようにするには､建設-東宮の素研め機構とそこに敷 く研究

者や技術者の種別毎にこまか く考えてい く必要がある-0
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基研研究会のお しらせ

(1)二次相転移研究会

(2) 不可逆過程の基礎理論研究会

(3) 合 同 研 究 会

1月18,19日 亀
1月21,22日

1月20日

場 所 京 大 基 研

tl)二次相転移研究会は､昨年 2回行われた研究会 ならびに今夏堅田で行われた

vgorkinggroupの討論を基礎に して､今回は樽 に次の二点にしぼった理論

家の集 りにしたい と思います｡

(i)二次相転移 を特徴づける異常 性の基礎論的な立場か らの解明｡

劉それに娼遷 したdynaⅠ出calな問題｡

(2) 不可逆過程の基礎理論の方では､ ここ数年問の成果の まとめと新 しい間題

の発展 を目的 として､次にあげられ るような'い くつかの問題に LJぼって討論

を行いたいと思います｡

(i)且uropean school を中心に進められた輸送方奄式の理論は､何を明ら

に したか｡

ei)Green函数法 ,diagrams法等の最近発展 L/た方法は､在来の統計力

学の立場Dl,ら､ どう解釈され るかo

eii)緩和 現象を記述する物理量が､異 る初期条件や tiヱコeSCalesの下 で

どうきめられ るか｡

聞 合同研究会では､両者の結節点の問題 ,例えば､協力現象を伴った不可逆

逆過程統計力学や不安定系の問題について討論したい と思いますO

上記研究会に参加希望 され る方は,参加を希望 され る研究会名 ,講演を希望

され る方は講演題名を明記の上. 12月20日蓬に世話人 (基研 西 川 恭治)

宛お申し込み下 さい ｡ なお.予算が限 られてお りますので旅費の配分などは世

話人に御一任 いただきた く思います.

世話人 松原武生 ,碓井檀丸 ,高野文彦 ,西川恭治 ,田中基之
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掲示板

高速計算センターの利用について

既 にご存知の ように､東京大学に全国研究者の共同利用を雇鮒として､大型

計算機が設置 されることになっています｡ (日本物理学会 誌i旦(1964)2◆0̀2を

参照)I設置すべ き機種 ,共同利用の運営方式に昆 しては､ 日本学術会議か ら

の推薦による委員 を加えた､東京大学大型計算機設置準備委員会で慎重に険討

してきました｡

機種については､今年の2月以来慎重に調査検討 してきた籍果 日立

昆IrTAC5020 3機で構成 され るシステムを採用す ることに決定 しました｡

この内の1磯は1966年 11月に日工TAC5020五日こ変更するととになって

います｡日工TAC5020お よび~日工TAC5020Eの性能は次の通 りです｡

〔日立の資料によるO -

日工TAC
5020

語 長 (ビッ ト) 32

サイクjL/タイム (jlS) 2.0

固定小数点加算 (ps) 8

固定小数点乗算 (βS) 42

浮勤j＼数点乗算 (〝S) 36-38

良工TAC
5020E

32

1.5

1-2.25

,4.25-7.75･

2.75人-3.75

システムは 6万 5千語 の記憶容量を韓つ主機 _(1966年 11月か ら

5020玉;になる予定) と8千語の容量を持つ衛星機 とか らなる主 システ ムと

3万 2干語の容量を持つ磯 でつ くられ る副 システムによって構成され ることに

なっています ｡

使用言語は員ARPで､ これはFORTRAN rV と時 とんど同等な ものです o

計算センタ-の業務はおそUtも1966年 1月に開始す ることになっ てい

ます｡

利用は､現在の各大学の計算センターを通 じて申 し込む方法 ,直接申込 む方

法 な ど現在険 討中です｡ 目下のところ,東京以外の利用者は主 として航空貨物

又は､航空郵便を利用 していただ くことにな ると患います｡

-187-



掲章板

入出力は､ カー ドー;ラィンプリンターを主 とL/､紙テー プ,磁気テープの使

用については目下検討中です｡

なお_一このセンタ十 0?利用者は全国の大学 ,研究所の研究者 ということなっ

てお りますが､純粋な垂術研究用の計算に限 られてお ります｡

以上 お知 らせ したことだけではまだ不十分ですが､今後重要なことが決まり次

次第お知 らせすることにしたいと思っています｡なお この計算センターに関す

る説明書ならびにニュー ス も､今後各地の計算センターなどに送 られることに

なると思いますので､それ を-も合せて御覧下 さる様お願いします｡

東大 大型計算機静置準備委 小 野 局

〟 有 馬 朗 人

名古屋大学理学部物理学教室スタッフの公募

名青畳大学理学部第二物腰 学科の設立に伴 い､下記の通 りスタッフを公募致

しますo希望者の応募 ,-適任者の推薦をお願い致 します0

1) ポス ト:教授 ,助教授 ,講師 ,助手

人 員 :各々若干名

2) 研究分野 :理論 ,実験の別を問わず∴ また当教室寛存の研究分野に限定

しません｡

3) 軽 出書類

用 応募の場合

○ 履歴書

o 主要業漬 リス ト (ほかにできれば主･な論文の別刷)

o 今後の研究計画書

画 推薦の場合

o推薦者

o 略 歴

4) 公募締切 :昭和 40年 1月 15日 (月経日)

5) 着任時期 :昭和 40年 4月を予定 していますが､第二物理学科は昭和
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掲示板

41年に完成の予定ですので､ その範囲で着任の時期を詞整

す ることは可能 ですよ

6) 選考方法 :名古屋大学物理学教室人事委員会 で審査 し､物理学教室会読

で決定いたします｡場合によって任期がつ くことが･あ ります｡～

なお､適任者が得られな21,つた場 合には､決定を保留す るこ

とがあ ります｡

7)注意事項 :

汀) 応募書類在中の旨を表記 して郵送 して下 さい ｡

回 ●助手 ,読癖 ,助教授 ,教授のいずれの覇 を希望す るか も書 き添 えて下

さい｡

再 着任時期の希望 もお書 き下 さい0

8)宛 先 : 名古屋市千種区不老町 名古屋大学理学部物理学教室

主 任 坂 _田 昌 ～

なお､現在の名古屋大学物理学教室のスタッフ及び研究分野 をお知 りになり

たい方は､当教室にお申し込み下 さい｡
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19占4年 度 決 算 報 告

1964年度の決算報告がこの程まとまりましたので､報告 します 0

1964年度のまとめ (19_63年 10- 1964年 9月)

本会は ｢物性論研究｣の引継金 188,~268円で本年度か らスタ- トしまし

たが､初年度は 43,925円の赤字で､･144.343円の残高七次年度 を迎える

ことにな りました｡

上述残高の中には56,030円の前受金が含まててお りますが_本年度の未

収金が 313,500円あり､前受金 ,未収金を相殺 した名 目上の残高は

213,545とな ります｡

多板の未収金がある理由は､大口の一括購読をしている大学が校費支払のた

め､納品後でない と誌代 をあ えないためです｡

抑 1964年 度 収 支 決 算 書 ¢964.10-1964.9)

収 入 の 部

科 目 予 算 田 決 ~算四 比鮫増減(△減)

｢物睦論統監)弓趣金 188,268 188,26鞄 ) △ 15,455会 員 -会 費 451,500 436,045

~機 関 会 員 会 費 504,0005,000 ･268,040 △ 235.,960

印 刷 代 12,OOO 12,000

利 ~息 2,490 △ 2.510

支 出 の 部

科 眉 予 -第 1円 .. 決 -算 く円) 比較増減(△減)

発 送 通 信 費 62,600 110,498 47,.898

編 集 費 36,000 63,120 27,120

人 件 費 ' 47,400 45,800 △_ 1.600.

合 計 636,000 762,500 126.500 --



決算報 告

次年度繰越金-b-C-144,343円

本年度損失金- b-C-a- 43,925円

前 受 金 ･未 収 金 の 明 細 (1964.9.30現在)

附 表

姦 鮒 -̀横 網会員印 ｢合 計
耐 受 .金.. ･37一,r62-0- 18,.4.10 56,030

LIⅡ)物性研究の掲載内容

Vol.1-2 (1964年度)

論 文 290 i講義 ノー ト 192

研究会報告 195

ひ ろ .ば 34

資 料 43

海 外 通 信ニュースe短. 1982

合 計 855

残金21万円は未収金が完全に

解消された場合であり現在 31

万余円が未収 となってお ります

ので完納方御協力亨 さい.

編集部会計係

(耳Ⅵ 帝 詐 内 訳 (1964.10.1現在)

発行部数 415 郎

正 会 員 ･208

機 関 会 員 167

外 国 会 員 1

寄 贈 交 換 1

NH 冊 の 嘩-価

金 額¢『 %

直接出版費 528,032

∵間接出版費 ■23一4,468

年間発行部数 5,180 計100

量 TT+01認 ･43.~2.'1
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編 集 後 記

o 来年度の基研長期研究計画の一つに ｢地球 と物性物理｣があげられているので

今回名大 清水氏に樽に御投稿をいただいたo

o 東大 久保研の大学院の方々の御尽力により久保亮五氏の講義 ノー トを掲

載す ることができましたo ･

o 来 月号 (新年 号)は北海道大学の編集になる時集号です御期待下 さいc

o す でにお気付 きの方 も多い と思いますが､研究会報告は､役 に立つ もの

とい う主 旨か ら､かな り無理 なお煩 いをして充実 L,たレポー トにしていた

だいてお ります ｡ 各地で行われ る研究会報告 を どしどしお寄せ下 さいo

o 決算報告 をしま したo 公的機関の支払はお くれ勝 ちですので,黒字倒産に

な らぬよう､ とくそく方お願いしますo

･～
.
▲
甘
･

物 性 研 究

第 3巻 第 3号

1964=年･12月20日発行 (定価500円)

発 行 人

印 刷 者

発 行 所

碓 井 恒 丸

倉 本 作 雄
京寄市左京区岡崎徳成町ユ1

物 性 研 一究 刊 行 会
電話〔ワワ)8111 内 線 983
寅 替 京 都 5521
京都市左京区 北白川追分町
京都大学 落 川 記 念 館 内
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